




【研究目的】

平成元年度の合計特殊出産率は 1.53 と過去最低を記録し、これに伴った近年の少産少子

傾向は母子医療の領域で重要な課題である。このような背景に鑑み、周産期医療の領域で

は後遺症のない健康な児(intact survival)の獲得が強く求められている。一方、周産期

医学の急速な進歩によって、前時代においては治療の対象として捉えられなかった疾病胎

児が医学・医療の対象として着目されてきた。子宮内で明かな疾病が分かり治療手段が確

立している場合、胎児期から新生児期にわたる一貫した治療が営まれ始めたのが現状であ

る。このような場合、疾病胎児の管理あるいは治療の目的で身体的には健康な母体が入院

生活を余儀なくされる。この場合、母体に対する精神面支援は医療従事者にとって重要な

責務であるが、医療従事者の主観あるいは自主性によって営まれ、あるいはあまり重要視

されていないのが実状のようである。そこで、本研究の目的は、胎児及び新生児合併症が

妊産褥婦の精神面、母性に与える影響を科学的に評価することによって現状を把握し、併

せて母性の確立を目的とした精神面支援法の策定を行うことである。


